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MANABI NO HIROBA

学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

色とりどりの花がお出迎え�

森吉登山で心地良い汗�

合川ことぶき大学花いっぱい運動�

森吉公民館「米内沢小学校ふるさと教室」�

▼

　
市
民
健
康
広
場
で
花
の
植
栽
を
行
う

合
川
こ
と
ぶ
き
大
学
の「
学
生
」

▼

　
森
吉
山
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
た
米
内

沢
小
学
校
の
児
童
た
ち（
山
頂
で
）

　合川ことぶき大

学の“学生”50人

が７月１日、市民

健康広場前の花壇

にマリーゴールド

とサルビアの苗1，100

株を植えました。�

　同大学の「花いっぱい運動」は、たくさんの人に花を

楽しんでもらおうと毎年行われているもので、今年で

32回目になります。�

　参加者は「去年は、国体にあわせて植え、きれいに咲

いたが、水害に遭い枯れてしまった。今年は、きれいに

咲き続けてほしい」と満足げに語っていました。花壇は

通勤・通学路に面しており、ドライバーなどたくさんの

人々の目を楽しませてくれることでしょう。�

　森吉公民館のふるさと教室が７月１日開かれ、米内

沢小学校の児童40人が森吉登山で心地よい汗を流し

ました。�

　当日は好天に恵まれ、阿仁スキー場のゴンドラに乗

り、山頂を目指しました。�

　途中、ガイドの方から高山植物などについて説明を

受け、自分たちで事前に調べた資料にメモを取りなが

ら、２時間ほどで山頂に到着しました。�

　山頂では、ウグイスやカッコウの鳴き声を聴きなが

ら昼食のお弁当をほおばりました。森吉山の豊かな自

然に触れた貴重な体験となりました。�

期
　
日
　
９
月
・
10
月
の
第
１
・
３
木
曜
日(

９

月
４
日
・
９
月
18
日
・
10
月
２
日
・
10
月
16
日)

時
　
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時�

講
　
師
　
公
民
館
職
員�

内
　
容
　
リ
コ
ー
ダ
ー
の
基
本
的
な
奏
法
と

ア
ン
サ
ン
ブ
ル�

参
加
費
　
無 

料
　
定
　
員
　
10
人
程
度�

持
ち
物
　
リ
コ
ー
ダ
ー（
ソ
プ
ラ
ノ
、又
は
ア

ル
ト
）　�

締
切
り
　
８
月
28
日（
木
）�

◎
申
込
み
・
問
合
せ
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
a

72-

３
２
５
９�

期
　
日
　
８
月
７
日（
木
）�

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
２
時�

場
　
所
　
北
秋
田
市
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル�

内
　
容
　
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
観
劇
会�

◎
問
合
せ
　
鷹
巣
中
央
児
童
館�

a

62-

２
３
０
０�

森
吉
公
民
館
講
座
募
集�

リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し
む
会

フ
ァ
ミ
リ
ー

オ
ペ
レ
ッ
タ 

フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

ク
ル
ク
ル

絵
本
の
旅�

み
ん
な
も
一
緒
に
歌
い
ま
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ-

Ｋ
Ａ�

う
た
い
ま
し
ょ
う
か�

観劇を希望される
方には、各児童館で
入場券をお渡しし
ます�

児

童

劇

�

巡
回
事
業�
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期
　
日
　
８
月
31
日（
日
）�

時
　
間
　
開
場
12
時
30
分
〜�

　
　
　
　
開
演
13
時
00
分
〜�

会
　
場
　
北
秋
田
市
文
化
会
館�

出
演
団
体
　

▽
米
内
沢
共
勇
会
▽
今
泉
駒
踊
り
郷

土
芸
能
保
存
会
▽
福
田
獅
子
舞
保
存

会
▽
五
味
堀
餅
搗
踊
り
保
存
会
▽
綴

子
大
太
鼓
保
存
会（
上
町
）▽
阿
仁
か

ら
め
節
保
存
会
▽
風
張
太
鼓
保
存
会�

※
８
月
11
日（
月
）か
ら
生
涯
学
習
課

と
各
公
民
館
で
、チ
ラ
シ
、入
場
整
理

券
等
を
配
布
し
ま
す�

◎
問
合
せ�

　
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
　

　
a

62-

６
６
１
８�

���

　
平
成
20
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。開
催
に

あ
た
り
、舞
台
演
示
出
演
者
、展
示
作

品
を
募
集
し
ま
す
。�

期
　
日
　
11
月
８
日（
土
）〜�

　
　
　
　
11
月
９
日（
日
）�

会
　
場
　
北
秋
田
市
文
化
会
館（
演

示
会
場
）、　
合
川
公
民
館
・
合
川
体

育
館（
展
示
会
場
）　�

▼
舞
台
演
示
出
演
者
募
集�

演
示
内
容
　
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
生
活

芸
術
、舞
台
・
芸
能�

演
示
時
間
　
１
グ
ル
ー
プ
最
長
20
分

ま
で
。な
お
、演
示
日
程
・
時
刻
、時
間

等
に
つ
い
て
は
、後
日
調
整
し
ま
す�

申
込
締
切
　
９
月
４
日（
木
）午
後
５

時
ま
で�

申
込
先
　
所
定
の
様
式
に
記
入
の
上
、

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
公
民
館
へ�

▼
展
示
作
品
募
集�

出
品
内
容
　
市
在
住
の
個
人
及
び
グ

ル
ー
プ
の
作
品
。な
お
、作
品
の
大
き

さ
に
つ
い
て
は
、制
限
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
、後
日
調
整
い
た
し
ま
す�

出
品
点
数
　
１
人
１
点�

申
込
締
切
　
９
月
18
日（
木
）午
後
５

時
ま
で�

申
込
先
　
所
定
の
様
式
に
記
入
の
上
、

生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
公
民
館
へ�

　「
金
家
住
宅
」（
洋
館
）は
、大
正
14
年
に
建
築

さ
れ
ま
し
た
。一
階
は
下
見
板
張
り
、二
階
外
を

ド
イ
ツ
壁
と
し
て
、四
面
に
大
小
の
ハ
ー
フ
テ
ィ

ン
バ
ー
風
切
妻
を
み
せ
、東
面
に
屋
根
窓
付
き

の
急
傾
斜
屋
根
を
そ
の
ま
ま
延
長
し
て
洋
風
の

玄
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。当
時
と
し
て
は
、と
て

も
お
洒
落
で
ハ
イ
カ
ラ
な
感
じ
の
建
物
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。�

　「
旧
金
家
住
宅
」（
和
館
）は
、洋
館
よ
り
少
し

奥
へ
さ
が
っ
た
場
所
に
昭
和
３
年
に
建
築
さ
れ

ま
し
た
。ム
ク
リ
を
つ
け
た
ゆ
っ
た
り
と
し
た

入
母
屋
づ
く
り
の
屋
根
を
持
っ
た
和
風
住
宅
で

す
。洋
館
と
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、独

立
し
た
玄
関
が
あ
り
ま
す
。二
階
は
15
畳
２
間

の
広
さ
で
、す
ば
ら
し
い
欄
間
と
廊
下
の
８
間

通
し
の
梁（
杉
の
丸
太
）に
は
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　
長
い
間
地
域
の
公
民
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、現
在
は
何
よ
り
も
保
存
第
一
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。洋
・
和
館
と
も
元
秋
田
県

技
手
・
長
岐
禎
三
氏
の
設
計
に
よ
る
と
さ
れ
、大

地
主
の
邸
宅
と
し
て
の
雰
囲
気
を
十
分
感
じ
さ

せ
る
住
宅
で
す
。洋
館
と
和
館
が
並
ん
で
い
る

建
物
と
し
て
は
、県
内
で
も
数
少
な
く
と
て
も

貴
重
で
あ
る
と
さ
れ
登
録
さ
れ
ま
し
た
。�

　
文
庫
蔵（
明
治
35
年
建
築
）、味
噌
蔵（
大
正
２

年
建
築
）、表
門（
昭
和
３
年
建
築
）も
一
緒
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
年
４
月
和
館
に
お
い
て
、明
治
38
年
に
京

都
か
ら
購
入
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
金
家
所
蔵
の

お
雛
様
を
、旧
暦
３
月
３
日（
４
月
８
日
）に
合

わ
せ
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。男
雛
と
女
雛
、五

人
囃
子
、押
絵
雛
、土
雛
、現
当
主
が
幼
少
の
頃

の
五
月
人
形
、明
治
26
年
の
婚
礼
の
装
束
、端
物

な
ど
が
展
示
さ
れ
、訪
れ
た
多
く
の
人
達
の
目

と
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。�

▽
平
成
11
年
６
月
７
日
　
国
指
定
登
録
文
化
財�

　
　
＊
　
　
　
　
＊�

▽
資
料
／「
秋
田
の
有
形
文
化
財
」（
県
教
育
委

員
会
）／
北
秋
田
市
生
涯
学
習
課
作
成
資
料
他�

▽
協
力
者
／
金
和
彦
氏（
金
家
10
代
当
主
）�

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

　
照
内
捷
二�

�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

６�

国
指
定
登
録
文
化
財

「
金
家
住
宅
」
「
旧
金
家
住
宅
」�

所
在
地 

北
秋
田
市
本
城
字
館
の
下
１
９
２
番
地�

所
有
者 

金
和
彦
氏
・
北
秋
田
市
教
育
委
員
会�

�

第
３
回
北
秋
田
市
民
俗�

芸
能
大
会
を
開
催
し
ま
す�

20
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭

出
演
団
体
、展
示
作
品
募
集�

　
前
号
記
事「
ふ
る
さ
と
の
文
化
財
５
」

で
、佐
竹
曙
山
作
・『
絹
本
着
色
松
に
唐
鳥

図
』が
県
立
近
代
美
術
館
に
お
い
て
一
般

公
開
さ
れ
て
い
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、現

在
、公
開
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、「
署

山
」は「
曙
山
」が
正
し
い
名
称
で
す
。お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。�

旧金家住宅（和館）
写真提供：秋田魁新報社


